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Summary The purpose of this study is to investigate general concepts about "Elderly

image" and "Elderly sexuality". 98 students in The University of The Air were selected as

subjects. They were asked to write their concept about "Elderly image" and "Elderly

sexuality" in free-style sentences. We classfied them according to the method of KJ into some

categories. Those categories were analyzed by using Hayashi's quantification method HI. The

following expressions were decided as general concepts about "Elderly image" and "Elderly

sexuality". For "Elderly image" are : 'An individual difference is large' 'Weak and miserable'

'Bright and satisfactory' 'Physical weakness'. For "Elderly sexuality" are : 'Unnecessary'

'activate' 'Hope for mental fulfillment' 'Have little knowledge nor interest' 'The bond of

affection is important'.

要　約　本研究の目的は,一般の人の"老い,,"高齢者の性"に対する考えを把握することであ

る。対象は放送大学学生98名,自記式調査票を用いた。

択一回答項目である「老いに対するイメージ」は年齢別で違いがあり,若年者はどステレオタイ

プな考えであった。自由記述式の「老人」「老人の性」に対するイメージはKJ法を用いてそれぞれ

17カテゴリー,13カテゴリーに分類された。分類されたカテゴリーを基に,数量化Ⅲ類で分析した。

その結果,「老人に対するイメージ」は"個人差が大きい存在,,"弱々しく惨めな存在""明るく

充実した老い""身体的に弱々しい,,に,「老人の性に対するイメージ」は"老人に性なんてとん

でもない,老人の性をタブー視する""性は積極的に生きることに通じる""精神的な充実を求め

る""わからないし関心もない""心の結びつきが大切"であった。この研究から"高齢者の性"

に対しては,"老い""性"の二重の偏見が反映されていることが示唆された。

key word :高齢者の性,老いのイメージ,偏見

Elderly sexuality, Elderly image, Prejudice
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I.緒　言

老年人口の増加に伴い臨床において高齢患者の占め

る割合が増え続けている。このため,医療・看護の場

では高齢者に関する問題がたびたび検討されている。

この中で高齢者ケアに関する問題として,公の場で議

論されることの少ないものに"高齢者の性''にまつわ

る事柄がある24)。"高齢者の性"が引き起こす事柄

は臨床の場で様々な問題となるにもかかわらず,個人

的な問題として扱われ臨床の場で検討されケアに生か

されることは少ない20)。このことは看護職が実際の

看護場面で,「老人から性に対する悩みの相談を受け

ても,また老人に触れられたりすることに対しても,

困惑したり,感情的に受けとめ否定的な態度や言動に

でたりして,真剣にとらえられずに見過ごして,適切

な看護が行われていない現状があるのではないだろう

か」7)との指摘をうけることになる。しかし,"高齢

者の性"に関する問題は臨床のカンファレンスなどで

対応を検討する事柄にはなりにくいものである。

一方,看護基礎教育の中で"老い"や"性''に関す

るケアについて正課として取り上げられるようになっ

たのは,平成2年のカリキュラム改正後である。ま

た,最近日本の看護界で取り入れられ始めた「看護診

断」1い17)の健康パターン類型の中にも「性-生殖パ

ターン」が示されている。しかし,我々を含めて現役

の看護職者らの多くは,看護基礎教育で「看護の基本

となるもの」35)は学んできたが,看護診断という概

念や新カリキュラムにより"老い"や"性"について

看護学の中に位置づけられた老人看護学や精神保健な

どを学んでいない。

しかしながらこれは,看護基礎教育だけに問題があ

るのではなく,宮内5)が指摘するように「人はあたか

も性欲などないように振る舞い,人格は性欲と距離を

おくほど尊敬される。性を語るほど人格から遠い人だ

と軽蔑される」という一般社会の"性"のとらえ方と

も関連していると考えられる。我々看護職者も一般社

会の"性''の影響を強く受けているのである。

では``高齢者の性"がどう位置づけられているのだ

ろうか。石渡は2),「今まで老人の性は,マイナーな部

分に属する性のなかでも,さらにマイナーな部分に押

し込められ,養老院,あるいは病院などの施設でのみ

これからの大きな問題として認識されているにすぎな

かった」としている。

このように"高齢者の性"に関しては,一般社会の

"老人"に対する偏見と"性"に関する偏見という二

重の枠がはめられていると考えられる37)。

最近になり,高齢者の性をタブーとするような視点

からではなく,高齢者のQ.0.L.や生き甲斐等に積極的

に位置づけようとする立場もみられるようになってき

た。

東郷ら8)は"高齢者の性''を老後のトータルな

Q.0.Lの一部をなす重要な要素として位置づけるべき

だとの立場から,「むしろ,老後に残された数少ない

歓びのうちの一つとして積極的にその問題に取り組む

べきである」と述べている。

また,石渡3)はsexは一つの行為に過ぎないが,

SeXualityは人間存在そのものであるとの立場から,

「性は,幸福を志向するものであり,幸福とは,まさ

に,精神活動の一つの知覚的発現状態にはかならな

い」と述べている。

さらに老人医療・看護の分野でも,「老人の生きが

い」という視点から"性''をとらえようとの意見も見

られるようになってきた9)10)13)16)34)。これらの中

には,高齢者の性に関する実態調査を行い,性生活が

豊かなものほど生きがいと健康とが相互に影響しあっ

ているという報告34)もある。

そこで,本研究においては,"高齢者の性,,に関し

て幅広く研究・調査し看護基礎教育に生かすことを目

的とする。

本論文においては文献などで"高齢者の性"がどの

ようにとらえられているのかを概観し,さらに,一般

の人が"老い"と"高齢者の性''についてどのように

考えているかについて把握することを目的とする。こ

れは,ケアの提供者自身も日本の文化の中で生活し一

般の性文化の影響を受けていると考えられ,そのた

め,はじめに一般的な状況を把握することは意義があ

ると考えるからである。

さらに今後は,看護職者及び看護基礎教育実践の状

況などの領域から"高齢者の性"について検討する予

定である。

なお,本研究において"性''という場合には大島

28)29)や石渡らが指摘するように,SeX,SeXualityの2

つの意味を含むものとする。SeXとは性器にまつわる

性行為などに関することであり,SeXualityとほ人格的

・人間存在的認識概念である。このため意味を限定し

て用いる場合にはそれぞれsexとsexualityという言葉

を使用する。
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Ⅱ,方　法

Ⅱ-1.対象者と調査の手続き

放送大学の面接授業「脳の老化」を受講した老98名

を対象に自記式調査表を用いて実施した。面接授業中

に説明し調査表を配布,面接授業の最終日に回収した。

調査にあたっては調査の意図を説明し承諾を得た。

Ⅱ-2.調査項目

調査項目は,基本属性,老いのイメージに関する事

柄,老人の性及び失禁に関する事柄などである。老い

のイメージに関する事柄は「老人の生活と意識一第3

回国際比較調査結果報告書」32)(総務庁長官官房老

人対策室編)から項目を選定した。失禁に関する調査

項目は「高齢者の医学医療に関する研究」31)(笹川医

学医療研究財団,研究業績年報)を参考にした。老人

の性に関しては自由記述式とした。

なお,本研究においては"老いのイメージに関する

項目"として,択一回答項目である「老後の生活は何

歳から始まるのか」「老後の生活としてイメージする

事柄」「老後の役割としてイメージする事柄」の3項

目と「老人に対するイメージ」の自由記述式で回答し

たものの合わせて4項目,"老人の性に関する項目''

として「老人の性についてどう考えているのか」の自

由記述式で回答したものを分析の対象として用いた。

Ⅱ-3.「老いのイメージ」に関する択一回答項目

についての分析方法

老いのイメージに関する項目のうち「老後の生活は

何歳から始まるのか」「老後の生活としてイメージす

る事柄」「老後の役割としてイメージする事柄」に関

しては,それぞれ択一回答である。これら3項目の回

答をそれぞれ5段階(20～24才,25～34才,35～44

才,45～54才,55～64才)に層別しその割合を比較し

た。なお,この層別区分にあたってはD.レグィンソ

ン15)の成人期の発達段階及びB.S.ラウソトリー

11)の家族生活周期を参考に分類した。

Ⅱ-4.「老人に対するイメージ」「老人の性につい

てどう考えているのか」自由記述式回答項

目の分類

「老人に対するイメージ」の自由記述については,

収集された197項目(1センテンスを1項目とした)

について我々4名でKJ法を参考にして分類を行った。

同様に「老人の性についてどう考えているのか」の自

由記述についても収集された112項目をKJ法を用い

て分類した。

Ⅱ-5.自由記述の数量化の手続き

各対象者の自由記述(複数の記述がある)をI-

4.で得られたカテゴリーのどれに該当するのかを調

べることによって,自由記述の名義尺度化が可能にな

る。この段階で数量化理論が適用できるという川間ら

25)の分析を参考にした。

なお,統計処理には,HALBAU(V.4)を用いた。

Ⅲ.結　果

Ⅲ-1.老後の生活について

``老いのイメージに関する項目"として,「老後の

生活は何歳から始まるのか」「老後の生活としてイ

メージする事柄」「老後の役割としてイメージする事

柄」の3項目について,調査者98名のうち無回答など

を除き91名を分析の対象とした。その基本属性は

Tablel.に示した。性別は男性12名(13.2%),女性7g

名(86.8%)。年齢構成は20歳～24歳が8名(8.8%),

25歳～34歳が17名(18.7%),35歳～44歳が14名

(15.4%),45歳～54歳が38名(41.8%),55歳～64歳が

14名(15.4%)であった。学歴は,高卒60名(65.9%),

TabIe1.基本属性

a . 性別 人数

男性 12

女性 79

計 91

b . 年齢 構成 人数

20～24歳 8

25～34歳 17

35～44歳 14

45～54歳 38

55～64歳 14

計 9 1

c . 学歴 人数

高校 60

短大 19

大学 12

計 91

d . 職業 人数

有 37

無 54

計 91

e . 同居形態 人数

配偶者のみ 15

配偶者と未婚の子供と 45

一人暮らし 8

その他 23

計 91
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短大卒19名(20.9%),大学卒12名(13.2%)であった。

職業の有無では有職の者37名(40.7%),無職の老54名

(59.3%)であった。同居形態は配偶者との2人暮らし

15名(16.5%),配偶者と未婚の子供45名(49.5%),一

人暮らし8名(8.8%),その他の親族等との同居が23

名(25.3%)であった。

「老後の生活は何歳から始まるか」について対象者

全体では,50歳から:2名(2.2%),55歳から:3名

(3.3%),60歳から:27名(29.7%),65歳から:28名

(30.8%),70歳から:23名(25.3%),75歳から:4名

(4.4%),80歳から:1名(1.1%),90歳から:0,そ

の他わからない:3名(3.3%)であり,65歳からが

30.8%で最も多く,60歳・65歳・70歳から老後である

と考えている者を合計した割合は全体の85.8%を占め

ていた。

調査対象者の年齢別(Figl)では,20歳～34歳では

65歳を老後の生活の始まりであると考える人が最も多

く,35歳～44歳では70歳からが,45歳～64歳では60歳

からを始まりと考える人が最も多かった。しかし,

Figl.からもわかるように対象者の年齢が高くなるに

つれてなだらかな線で広がりをみせており,老後の始

まりについて幅をもって考えていることがわかる。
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TabIe2.「老人に対するイメージ」の自由記述

KJ法によるカテゴリー分類と各項目カード(抜粋)一覧

明るく元気で力強い

・明るい

・元気

・力強い

精神面の成熟期

・年を重ねる毎に丸みを帯びてくる人

・思慮深い

・精神面の成熟期

趣味活動など充実した生活

・積極的に外とのつながりを持ち、仲間があって張りのあ

る日々を過ごしている老人

・いきいきとした仕事や趣味の面で活躍し、人生を楽しん

でいる

・いきいきとすてきに自分の生活をエンジョイしている

人生の先輩

・豊かな人生経験を生かしゆったりした気持ちで人に接す

る事ができる人

・豊富な人生経験を持つ

・人生の先輩

かわいい存在

・かわいい

身体棲能の衰え

・皮膚にシミができ、皮膚が黒ずむ

・動作がのろい

・健康を害し、自分の身の回りのことができなくなる

精神・心理機能の衰え

・同じ話を何度もする

・ぼけている

・新しい環境に不適応となりやすい

病気がちな存在

・寝たきりになることが多い

・すぐ病院へ行く

・病気が重症化しやすい

援助を必要とする存在

・社会福祉に頼りがちな弱い人

・一人では生活できない年齢

・生活に第三者の援助を必要とするもの

死がイメージされる存在

・死が身近にある人

・先がない

・自然の摂理に基づいて、終焉を迎えようとしている人

頑固な存在

・頑固

・自己中心的

・もう変りようのない人、他人の意見を取り入れようとし

ない人

・心の柔軟性の喪失

悲観的で暗いイメージ

・生活を切り詰め、明日を迎える喜びがないような人

・暗い

・生きていこうという意欲がなくなった方

惨めなイメージ

・多額のお金を持っていても不足しているような気持ちで

暮らしている

・何事も子どもたちにたよる老後は侘しい

・みじめ

だらしがなく不潔

・だらしがない

・汚い

・不潔

孤独な寂しい存在

・孤立した存在

・精神的な寂しさを抱えている人

・どちらかの配偶者を欠き、一・人の世界に生きている人

今後の自分の老い方を考えさせられる存在

・自分自身の今後

・これからの自分の姿

・どうしたら楽しく、美しく老人になっていけるのか

個人差が大きい存在

・それぞれが生きてきた人生の質、多様性を持っている興

味深い対象

・元気ではつらつとした老人は、「老人」とは違ったイメ

ージを持つ

・個人差が大きく、元気な人も、老いこんで見える人もいる
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TabJe3.「老人に対するイメージ」の自由記述

数量化Ⅲ類の分析結果

K J 法 に よ る カ テ ゴ リ ー 人 数 Ⅰ　 軸 Ⅱ　 軸 Ⅲ　 軸 Ⅳ　 軸 Ⅴ　 軸

明 る く元 気 で 力 強 い 6 - 0 .2 3 2 0 .3 5 9 3 - 9 6 7 - 0 .3 9 8 1 .3 0 4

精 神 面 の 成 熟 期 10 - 0 .2 2 7 - 0 . 7 2 0 - 0 . 1 0 1 0 .3 4 6 - 1 .5 3 5

趣 味 活 動 な ど充 実 した 生 活 1 6 - 0 .2 3 8 0 . 2 1 6 1 . 1 8 2 - 0 .2 7 0 0 .4 2 4

人 生 の 先 輩 1 9 - 0 .0 7 9 - 0 . 7 2 3 0 .2 6 2 0 .0 9 0 - 0 .5 1 8

か わ い い 存 在 2 - 0 .2 7 6 0 . 4 1 3 - 0 .3 4 1 - 0 .9 4 7 - 0 . 5 6 0

身 体 機 能 の 衰 え 2 0 - 0 .2 7 2 0 .2 9 7 - 0 .7 6 2 0 .0 4 9 - 0 .3 9 3

精 神 ・心 理 機 能 の 衰 え 1 1 - 0 .2 4 2 0 . 1 4 4 - 0 . 4 2 6 0 . 14 0 - 0 . 8 8 1

病 気 が ち な 存 在 1 1 - 0 .0 2 8 0 .1 9 6 0 . 2 0 5 0 .6 4 3 0 . 3 5 7

援 助 を 必 要 とす る 存 在 9 - 0 .2 4 2 0 .6 9 2 - 1 . 0 8 6 3 .0 1 0 2 .3 1 7

死 が イ メ ー ジ され る存 在 4 - 0 .2 3 4 0 .3 0 0 0 .5 7 1 - 0 .5 1 0 0 . 4 7 8

頑 固 な 存 在 2 2 - 0 . 12 3 0 .0 3 4 0 .3 6 4 0 .3 2 0 - 0 .5 3 2

悲 観 的 で 暗 い イ メ ー ジ 9 - 0 .3 1 4 0 .8 1 8 - 1 . 0 5 7 - 1 .9 1 2 1 .4 6 6

惨 め な イ メ ー ジ 6 - 0 .3 1 1 0 .7 4 6 - 1 . 2 4 6 - 2 .4 7 6 0 .6 5 4

だ ら しが な く不 潔 7 - 0 .2 3 4 0 .1 3 8 - 0 . 1 6 3 0 .6 5 4 - 1 .9 13

孤 独 な 寂 し い 存 在 12 - 0 .2 8 8 0 .5 4 2 - 0 . 5 6 4 - 0 .5 6 8 0 .0 5 6

今 後 の 自分 の 老 い 方 を 考 え させ られ る 存 在 4 - 0 . 19 3 - 5 .8 2 7 - 0 . 7 8 6 - 0 .6 18 1 .9 7 7

個 人 差 が 大 きい 存 在 7 4 .8 5 3 0 .1 1 9 - 0 . 1 2 2 - 0 . 14 4 0 .0 8 2

寄 与 率 1 2 .0 2 8 1 0 .0 4 9 8 . 7 6 8 8 .5 2 1 7 .9 5 0

累 積 寄 与 率 1 2 .0 2 8 2 2 .0 7 7 3 0 . 8 4 5 3 9 .3 6 6 4 7 .3 17

「老後の生活としてイメージする事柄」について対

象者全体では"年金生活者"25名(27.5%),"仕事

からの引退"23名(25.3%),"子供が結婚や独立を

している"18名(19.8%),"健康が衰えている"13名

(14.5%),"家業家事からの引退"2名(2.2%),

"配偶者との死別''1名(1.1%)の順となっていた。

調査対象者の年齢別(Fig2)では,20～34歳及び55～

64歳では,"仕事からの引退"をイメージする人が最

も多く,35～44歳及び45～54歳では"年金生活者"を

イメージする者の割合が高かった。

同様に「老後の役割としてイメージする事柄」につ

いて,対象者全体では,"できるだけ独立した生活"

47名(51.6%),``地域社会に貢献する"18名

(19.8%),"相談役やまとめ役"16名(17.6%),"仕

事の面で他人の相談相手になる"4名(4.4%)の順と

なっていた。これを調査対象者の年齢別(Fig3)でみる

と20歳～24歳では"相談役やまとめ役"というのが最

も多く4名(50%)であったが,その他の年齢層では,

"できるだけ独立した生活"が圧倒的に多くなってい

た。

Ⅲ-2.老人に対するイメージ

「老人に対するイメージ」については,自由記述の

あった男性9名,女性73名を対象とした。年齢構成

は,20～24歳8名,25～34歳15名,35～44歳13名,

45～54歳34名,55～64歳12名であった。

KJ法により「老人に対するイメージ」は,"明る

く元気で力強い" "精神面の成熟期" "趣味活動など

充実した生活" "人生の先輩""かわいい存在" "身

体機能の衰え" "精神・心理機能の衰え" "病気がち

な存在" "援助を必要とする存在" "死がイメージさ

れる存在" "頑固な存在" "悲観的で暗いイメージ"

"惨めなイメージ" "だらしがなく不潔""孤独な寂

しい存在" "今後の自分の老い方を考えさせられる存

在" "個人差が大きい存在"の17カテゴリーに分類さ

れた。Table2.に「老人に対するイメージ」の自由記

述-KJ法によるカテゴリー分類と各項目カード(技

粋)を示した。

次にKJ法によって分類したカテゴリー毎に対応し

た記述がある場合,ない場合で1,0を与え自由記述

による17カテゴリーで数量化Ⅲ類による分析を行い,

第Ⅴ軸まで抽出した。寄与率は第1軸12.028%,第l

軸10.049%,第Ⅲ軸8.768%,第Ⅳ軸8.521%,第Ⅴ軸

7.95%であり,累積寄与率は47.317%とやや低い結果

であった。Table3.に軸毎のカテゴリー数量を示し

た。
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TabIe4.「老人の性についてどう考えているのか」の自由記述

KJ法によるカテゴリー分類と各項目カード(抜粋)一覧

将来の自分の望ましい性の姿

・年老いたら手をつなぐだけで幸せという関係を作りたい

・老後はお互いにいたわり合いながら、性生活がすこしあ

る夫婦でいたい

・老人になっても性生活は大切、身体の一部でもふれあう

ことが大切

性は生きることに通じる

・性は生に通ずると思っている

・性は人間にとって根源的なもの

・故障が無い為か能力はある、性は人生の潤いに切っても

切れない重要な関係

心の結びつきが大切

・性はセックスだけをいうのではなく、思いやり、愛情の

コミュニケーション、肌のぬくもり等の精神的な面が大

切

・心の結びつきが大切

・コミュニケーションの一つの方法

自然体(ありのまま)がよい

・夫婦で自然であればよい

・性生活についで悩んだことはない、自然にまかせること

が一番

・老人だからといって我慢するべきではなく自然でよい

いつまでも`女性'でありたい

・いくつになってもすてきな異性をみたら心がときめくよ

うでいたい

・できれば長い間`女,として生きていたい

・`女性'としていつまでも美しくそれなりにしていたい

老人になっても性生活はあった方がよい

・老人になっても性生活があって良い

・年齢など気にせず欲求があればできるだけ満たすべき

・生きている人間ならば正常な機能が働いている限りあっ

て当然

老人の性に偏見を持つべきではない

・老人だからといって性欲を否定することはない

・人間として当然のことと考え、特に老人だからこうある

べきとは考えない

・性生活は非常に個人差があるもの、よって年齢による偏

見は持つべきではない

現在の性生活

・63才、週一回くらいの割で、猛烈な欲望に悩まされ男の

性に驚く

・現在性生活ほないが気にしていない

・主人とのセックスはほとんどないが身体をぶつけたり、

肩をもんだりすることでコミュニケーションをしている

機能の減退

・性欲はあるが体が衰えてきている

・年毎に性欲は減退する

・男性は立たないからできない

精神的に充実していれば性生活はなくてもよい

・夫とは最近性生活はないが、定年退職後話し合う時間が

多くなったので不満はない

.伴侶に先立たれた場合には、趣味やボランティアなど自

分の好きなことをしていきたい

・性生活はなくとも精神的に安定していればよいのでは

現在の自分の否定的な性生活

・性生活はなくても平気、本当に面倒くさい

・老いても性生活が必要なの?もういいわというのが本音

です

・現在でも性生活は面倒と思っているので老人になってま

でと思うと気が重い

とんでもない

・82才の男性が、男性は死ぬまで性欲があると話され「い

やらしい」と思った

・なんで男はいつまでたっても欲があるのか不思議

・何か生臭い感じがして不潔な感じがする

わからないし興味がない

・正直、考えたことはない

・まだ分らない

・老人と性について考えたことがない
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Table5.「老人の性についてどう考えているのか」の自由記述

K J 法 に よ る カ テ ゴ リー 人 数 I　 軸 l　 軸 Ⅲ　 軸 Ⅳ　 軸 Ⅴ　 軸

将 来 の 自分 の 望 ま しい 性 の 姿 6 0 .3 0 1 - 0 . 15 1 0 .6 5 3 0 . 0 7 5 - 0 .0 1 5

性 は 生 き る こ とに 通 じる 10 - 0 .3 0 0 3 .6 3 4 - 1 .2 3 4 0 . 4 4 1 - 0 .2 7 2

心 の 結 び 付 き が 大 切 16 - 1 .8 2 4 - 0 .7 4 0 - 0 .9 2 1 - 0 . 0 9 1 3 .6 1 5

自然 体 (あ りの ま ま ) が よ い 19 - 1 . 7 6 2 - 0 .9 2 6 - 0 .8 6 3 - 0 . 8 0 3 - 1 . 9 2 5

い つ ま で も `女 性 ' で あ りた い 2 0 . 1 7 6 0 .0 8 3 1 .3 1 1 0 .3 7 4 - 0 . 0 3 5

老 人 に な って も性 生 活 は あ っ た ほ うが よ い 20 - 0 . 4 7 4 0 . 15 7 0 .0 2 6 0 .5 8 1 0 .3 8 0

老 人 の 性 に 偏 見 を 持 つ べ き で は な い 11 - 0 . 8 8 2 - 0 .2 9 5 0 .1 4 4 - 0 .0 8 9 - 0 . 2 2 1

現 在 の 性 生 活 11 0 . 2 7 2 0 .8 0 8 0 .2 3 2 - 0 .8 4 8 - 0 . 0 6 7

機 能 減 退 9 0 . 0 8 1 - 0 . 1 5 9 0 .0 7 9 0 .0 2 8 - 0 . 3 9 1

精 神 的 に 充 実 し て い れ ば 性 生 活 は な くて も よ い 4 -0 .2 5 2 - 0 .0 5 8 2 .6 1 3 2 .0 0 7 - 0 . 2 9 7

現 在 の 自 分 の 否 定 的 な性 生 活 22 0 .8 9 4 - 0 . 0 8 3 0 .5 9 5 - 1 .0 9 6 0 . 1 6 2

と ん で もな い 9 1 .3 9 6 0 . 0 4 3 0 . 13 5 - 2 .5 3 4 0 . 5 1 1

わ か ら な い し興 味 が な い 6 1 .5 5 3 - 0 . 9 0 1 - 1 .6 0 9 1 .2 5 3 - 0 .1 6 2

寄 与 率 11 .2 8 3 1 0 . 8 5 5 1 0 .3 5 3 9 .9 3 2 9 .3 5 9

累 積 寄 与 率 11 .2 8 3 2 2 . 1 3 8 3 2 . 49 1 4 2 .4 2 3 5 1 .7 8 2

第I軸は,"個人差が大きい存在''のカテゴリーが

正の値をとり,それ以外のカテゴリーはすべて負の値

をとっていることから「個人差が大きい」に関連した

軸と考えられる。第Ⅰ軸は,"悲観的で暗い存在''

"惨めなイメージ""援助を必要とする存在"``孤独

な寂しい存在,,が正の値をとり,``今後の自分の老い

方を考えされられる存在"``人生の先輩''"精神面の

成熟期"のカテゴリーが負の値をとることから「弱々

しく惨めなイメージ」に関連する軸と考えられる。第

Ⅲ軸は,``明るく元気で力強い""趣味活動など充実

した生活"が正の値をとり,"惨めなイメージ''"援

助を必要とする存在,-"悲観的で暗い存在"が負の値

をとることから「明るい充実した老い」に関連した軸

と考えられる。第Ⅳ軸は,"援助を必要とする存在''

"だらしがなく不潔""病気がちな存在"のカテゴ

リーが正の値をとり,"惨めなイメージ''"悲観的で

暗い存在''のカテゴリーが負の値をとっていることか

ら「身体的に弱々しい」存在に関連した軸といえる。

第Ⅴ軸は,寄与率が低く各カテゴリーの値も不定であ

るため分析から除外した。

Ⅱ-3.「老人の性」に対するイメージ

ここでは,「老人の性についてどう考えているのか」

について自由記述のあった男性6名,女性66名を分析

の対象とした。年齢構成は,20～24歳5名,25～34歳

9名,35～44歳16名,45～54歳31名,55～64歳11名で

あった。

「老人に対するイメージ」の自由記述と同様にKJ

法により,``将来の自分の望ましい性の姿"``性は生

きることに通じる''"心の結びつきが大切"``自然体

(ありのまま)がよい''"いつまでも`女性'であり

たい''"老人になっても性生活はあったほうがよい"

"老人の性に偏見を持つべきではない,'``現在の性生

活""機能の減退''"精神的に充実していれば性生活

はなくてもよい''``現在の自分の否定的な性生活''

"とんでもない"``わからないし興味がない"の13カ

テゴリーに分類された。Table4.に「老人の性につい

てどう考えているのか」の自由記述-KJ法によるカ

テゴリー分類と各項目カード(抜粋)の一覧を示した。

この13カテゴリーで数量化Ⅲ類による分析を行い,

第Ⅴ軸まで抽出した。寄与率は第1軸11.283%,第Ⅲ

軸10.855%,第Ⅲ軸10.353%,第Ⅳ軸9.932%,第Ⅴ軸

9.359%であり,累積寄与率は51.782%であった。

Table5.に軸毎のカテゴリー数量を示した。

第1軸は,``わからないし興味がない''"とんでも

ない''"現在の自分の否定的な性生活"といったどち

らかというと否定的なカテゴリーが正の値を示し,

"心の結びつきが大切''"自然体でよい''"老人の性

に対して偏見をもつべきでない''``老人になっても性

生活はあったほうがよい"``性は生きることに通じ

る"といった肯定的なカテゴリーがそれぞれ負の値を

とっている。このことから第I軸は,「老人に性なん
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てとんでもないといった老人の性をタブー視する」こ

とに関連した軸と考えられる。第Ⅰ軸は"性は生きる

ことに通じる""現在の性生活""老人になっても性

生活はあったほうがよい"のカテゴリーが正の値を

とっており,特に"性は生きることに通じる"が大き

な正の値をとっていることから「性は積極的に生きる

ことに通じる」ということに関連した軸と考えられる。

第Ⅲ軸は"精神的に充実していれば性生活はなくても

よい""いつまでも`女性'でありたい"が正の値を

とり,"わからないし興味がない""性は生きること

に通じる""心の結びつきが大切""自然体でよい"

のカテゴリーが負の値をとっていることから,「精神

的な充実を求める」ことに関連した軸だと考えられる。

第Ⅳ軸は"精神的に充実していれば性生活はなくても

よい""わからないし興味がない"が正の値をとり,

"とんでもない"と``現在の自分の否定的な性生活"

が負の値をとっていることから「わからないし関心も

ないといった肯定でも否定でもない」ということに関

連した軸と考えられる。第V軸は"心の結びつきが大

切"が正の値をとり,"自然体がよい""機能減退"

が負の値をとり,「心の結びつき」ということに関連

した軸と考えられる。

Ⅳ.考　察

Ⅳ-1.「老い」に対するイメージと偏見

我々は高齢者の性に関しては,一般社会において

"老人・老い"に対する偏見と"性"に関する偏見と

いう二重の枠の中でとらえられていると考えた。これ

ほ「性への関心や欲望の度合いが強いと好色な老人で

あるとか,異常な老人であるとかいわれ,非難の対象

となる。もちろん,その背景には,老人になると性へ

の関心は若年に比べて低下するのが自然の摂理であ

り,人間の生き方として性以外のことに関心を示すこ

とこそが知恵というものであるという観念,倫理があ

る」4)ということに関連している。

Figl.2.3.から,本調査対象者は老後の始まりとし

て,85%以上の者が"60・65・70歳から"と考えてい

ること,老後の生活として"年金生活者及び仕事から

の引退"をイメージしており,それが全体の50%以上

をしめていることがわかった。また,老後ほ"できる

だけ独立した生活''をすることを役割と考えている結

果となった。いずれの項目にも年齢別にみると違いが

みられる。しかし,調査対象が少ないため明らかに差

として考えられるかどうかは不明である。この検討は

今後の課題である。ただ,印象としては若年者ほど

"老後の生活は65歳から始まり,老後の生活は仕事か

らの引退であり,老後の役割は相談役やまとめ役であ

る,,といったかなりステレオタイプ的に考えているよ

うである。これは,老年期まで間があり実感がわかな

い結果と考えられる。

以上の3項目から浮かびあがるイメージは,社会的

な職業生活から引退し,経済的には年金でほどほどに

暮らし,できるだけ子供などにたよらず独立した生活

をするというものである。これは,自分の老後につい

ての希望的イメージのようにも考えられる。

一方,自由記述による老人に対するイメージはKJ

法を用い17カテゴリーに分類された。プラスイメージ

と考えられる``明るく元気で力強い"``精神面の成熟

期""趣味活動など充実した生活""人生の先輩"

``かわいい存在"の5カテゴリーが延べ人数で53名で

ある。マイナスイメージとして考えられる"身体機能

の衰え""精神・心理機能の衰え""病気がちな存

在""援助を必要とする存在""死がイメージされる

存在""頑固な存在""悲観的で暗いイメージ""惨

めなイメージ""だらしがなく不潔""孤独なさびし

い存在''は10カテゴリーで延べ人数101名である。ど

ちらでもないと考えられる"今後の自分の老い方を考

えさせられる存在""個人差が大きい存在"という2

カテゴリーは延べ11名であった。カテゴリー数延べ人

数共にマイナスイメージが多く,特に"頑固""孤独

な寂しい存在"という記述のあるのものが,それぞれ

22名,12名と多かった。

また,数量化Ⅲ類で5軸まで求めたが累積寄与率が

低く4軸までの解釈にとどめた。それぞれの軸は「個

人差が大きい存在」「弱々しく惨めなイメージ」「明る

い充実した老い」「身体的に弱々しい」に関連した軸

と考えられ,明るい充実した老いをイメージする一方

で,身体的に弱々しく心理・社会的にも弱く惨めな存

在であるという現代の老人観を反映していると考えら

れる。

Ⅳ-2.一般社会における老人観の一側面としての

高齢者のsexuality

"高齢者の性"をどうとらえるかは,高齢者を人格

を持った人間としてどうみるかと関連すると考える。

前述したように,性への関心や欲望の度合いが強いと

"老人なのにいやらしい"といった認識をうけやすい。

これは性にまつわる事柄は若年者の問題であり,老年
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者はそんなことはないという考え方の反映であると考

えられる。

松下4)は,老人の性が何を象徴しているかについて

述べ,以下の7つをあげている。①ごく単純に老人に

なっても性の快楽を味わい得ることの誇示,②性機能

の衰退を表現することによって,老いの惨めさや人生

のはかなさを示す,③男性の肉体的,精神的な愛情の

持続を性という行為によって示す,④男女の愛情の枯

渇を性という行為によって示す,⑤人間としてのふれ

あい,つながり,結びつきを表すための性,⑥その人

の人生観の現れとしての性,⑦病や死に対面したとき

の,生きることへの証として,あるいは生命とのかか

わりとしてのシンボルである。これらを我々「高齢者

の性」の結果と比較してみると,高齢者の性に肯定的

であると考えられるそれぞれのカテゴリーは松下の述

べる7つのいずれかに対応した結果となった。

しかし,これらの肯定的イメージのものは問題はな

いが,KJ法で分類された"とんでもない"のカテゴ

リーの中のそれぞれのカードのように考える風潮は,

現実には様々に具体的偏見となって具現化されている。

その象徴的なものの一つが日本の老人ホームである

として,宮内いは次のように述べている。「日本の老

人ホームの形態は,過去救貧施設の観念を今に引き

ずっているか午こ思われる。今もって生活の場は4人共

同の部屋なのである。そこには,プライバシーの確保

はありえない。老人の生活にはプライバシーは必要な

いといわんばかりではないか。仮に寝たきりになろう

と,ボケようとプライバシーがないということは等厳

ある人間として扱われていないことになる」さらに,

「根本的には,日本人の心の奥に横たわる個人軽視の

思想が問題なのである。特に,老人の生活についての

軽視である。だから,老人ホームの老人のQ.0.L.の向

上といっても限度があるのだ。プライバシーがないの

だから性におけるQ.0.L.は全くといっていいくらい

ない」と鋭い指摘をしている。このように,老年期に

おける「性」についての誤った考え方や,性は若い世

代のものであり,老人の性行動は好ましくないものと

する考え方が様々な場に影響を与えている。

しかし,老人の性生活が豊かなものはど生き甲斐も

健康度も高いことがわかり,性生活と生き甲斐と健康

とが相互に影響しあっていることを確認した,という

報告からもわかるように,高齢者の性に対し意識の変

革が迫られているのではないだろうか。
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Ⅳ-3.専門職としての看護職者に求められるもの

今回は臨床の場で問題となっていることについては

調査していないが,我々ほ文献等を通し「誤った常

識」を正すべき立場にあるはずの我々を含めた医療・

福祉従事者においてすら,十分な知識と認識をもって

いるとは言い難いことを再認識した。

専門職者として相手の性を身体面でのみとらえるの

ではなく,精神面・社会面をも含めたsexualityとして

とらえる必要があることがわかった。さらに我々自身

のsexualityについての考えを深めることにより,性の

問題をもつ患者によりよい援助が提供できるように自

ら啓発していかなければならないと考えている。

広井1)の次のような指摘は重要である。「性の問題

は社会的規範から大きく逸脱しない限り,男女間の極

めて個人的な問題である。たとえば,老人ホームで比

較的健康な老人男女が仲良くなることから性行為にい

たることも,ある程度当然の帰結ともいえる。果たし

てそのような配偶者を喪った老人同志の男女関係に,

医療看護側がどこまで介入しうるのであろうか」

この問題を深めていくのは今後の課題である。な

お,本研究の調査対象者は,ある限定された数少ない

ケースであるため一般の人の考えとして普遍化するに

は限界があると思われるが,文献等とも合わせ一般の

人の考えのある側面は反映していると考える。

Ⅴ.結　語

本研究を通して,高齢者にとっても性的活動は若い

人と同様に重要な生活の一部であることが再認識され

た。また,性にまつわる事柄は高齢者だけの事柄では

ないが,高齢者の場合には``老人"ということが加わ

り,性に対して二重の偏見でみられていることが示唆

された。今後,人口構成の高齢化が進むなかで,「高齢

者の性」の問題は医療面でも大きな課題となるものと

考えられる。さらに検討されケアに生かされていくべ

き分野と考えられる。
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